
DOS/V用用用用    MS-DOS版版版版    RsKey    
    

 
概要概要概要概要 

 
DOS/V用ＲｓＫｅｙは、ＲＳ２３２ｃから取り込んだデータをキーボードエミュレートするＭＳ－ＤＯＳ上のＴＳＲ

型デバイスドライバ プログラムです． 

 

ＲｓＫｅｙは従来のキーボードエミュレータとは異なり、外部機器からＰＣ上の既存アプリケーションへのデー

タの取り込みに加え、ＰＣ上ファイルの外部機器への送信をプログラムレスで行える環境を提供します 

 

 

★受信★受信★受信★受信  

ＲＳ２３２ｃに接続された機器を、ＰＣ上の業務プログラムはキーボードと同等な入力装置として利用できる

ようになります。 

    

★送信★送信★送信★送信    

ＲｓＫｅｙは常駐すると ”ＲＳＫＹ”名でＭＳ－ＤＯＳデバイスを登録します。ＰＣ上のファイルをこのデバイスに

コピーすることで外部機器に送信できます ( 例: copy filename rsky ) 

 

 

特徴特徴特徴特徴    

 

■ ハードウェアーキーボードエミュレータと同様に、外部機器からＲＳ２３２ｃ機器からのデータを直接アプ

リケーションプログラムに渡します。 

 

■ 外部機器データの取り込みだけのみならず，送信もＭＳ－ＤＯＳコマンドレベルで簡単に行えます． 

 

■  ハードウェアキーボードエミュレータでは絶対に不可能な、全角文字（漢字）の送受信が可能です．外

部機器からシフトＪＩＳコードを送れば、ＰＣ上プログラムに全角文字を直接入力できます。 

 

■  ＲｓＫｅｙがＰＣ上の状態を監視できるため、前面アプリケーションとのデータのやり取りに支障をきたさ

ないような状態を作り出したり、待ったりすることができます。 例えば、外部機器からの半角文字が日

本語ＦＥＰによって全角に変換されないように日本語ＦＥＰの制御（ ＦＥＰがＯＮならばＯＦＦにする ）を

行えます。 

 

■ 前処理機能. 外部機器からのデータは、RsKeyに取り込まれてからキーボードエミュレートされて出力

されますが、取り込んだデータに前処理をして、処理後のデータを出力させられます。前処理はユーザ

が作成するサブモジュール（ RsKeyとダイナミックリンクする TSR 又は、専用ローダでRsKeyメモリに

読み込まれる機械語プログラム ）が実行しますので、ユーザの用途に合った処理を RsKey に付加で

きます。 サブモジュールは SDK （ SDK簡易版は標準添付 ） を使えば C言語のみの知識で作成で

きます 

 

 

 

 

 

 

 

 
電子天秤電子天秤電子天秤電子天秤

前処理

“1.2345”

“1.2”



仕様仕様仕様仕様    

 

ﾎﾞｰﾚｰﾄﾎﾞｰﾚｰﾄﾎﾞｰﾚｰﾄﾎﾞｰﾚｰﾄ    

 

300, 600, 1200, 2400, 4800 

9600,19200 

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ    7, 8 

 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ    1, 2 

 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ    無し,偶数,奇数,スペース,マーク 

 

ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ    RTS, XON, DTR 

 

DTRDTRDTRDTR / RTS  / RTS  / RTS  / RTS <*1><*1><*1><*1>    有効, 無効 

 

ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞ    受信ﾊﾞｯﾌｧ=512ﾊﾞｲﾄ(可変)<*2> 

行ﾊﾞｯﾌｧ=256ﾊﾞｲﾄ(可変) 

常駐ｻｲｽﾞ常駐ｻｲｽﾞ常駐ｻｲｽﾞ常駐ｻｲｽﾞ    標準ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 約17kb <*3> 

ﾌﾟﾛﾃｸﾄされていないﾊﾞｰｼﾞｮﾝは1

0kb弱 

その他機能その他機能その他機能その他機能    日本語FEP制御( ON/OFF )<*4> 

文字間ﾃﾞｨﾚｰ( 0 - 999 ) 

ﾊﾞｯﾌｧｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ<*5> 

行単位ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ 

ﾌﾟﾚｱﾝﾌﾞﾙ / ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙ ( 32文字) 

ﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰ<*6><*6><*6><*6>    すべてのｵﾌﾟｼｮﾝは、ｶｰｿﾙｷｰ、ﾘﾀｰﾝｷｰ、

ESCｷｰで選択できるﾒﾆｭｰで設定できま

す。 

前処理前処理前処理前処理    ﾕｰｻﾞが作成する機械語領域にﾛｰﾄﾞする

機械語ﾓｼﾞｭｰﾙ、又は、TSR ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ

による RsKeyへの処理機能の追加可能 

 

 
*1 一般的には RTS/DTR ラインを有効にしたままにしますが、RsKey ではハードウェアハンドシェークを使用してい

なければ、個別に有効・無効のどちらの状態にでも設定できます。 

 

*2 RsKeyは常駐時に指定ｻｲｽﾞのﾊﾞｯﾌｧを確保します。ﾊﾞｯﾌｧｻｲｽﾞの指定によって常駐ｻｲｽﾞは変化します。 

 

*3 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｺﾋﾟｰﾌﾟﾛﾃｸﾄされています。ﾌﾟﾛﾃｸﾄされていないﾊﾞｰｼﾞｮﾝは個別対応 

 

*4 現在制御できる日本語FEPはIBM DOS/V付属の IAS ( DOS/V BIOS INT16H ) または、MS-KANJI対応FEP  

 のみです。 

 

*5 行末文字を指定することで、行単位でﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸやﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞを行えます。行単位で処理をおこなうことでﾌﾟﾚｱﾝﾌﾞ 

  ﾙ・ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾞﾙを付加します。1文字単位の処理に比べて効率よい処理が可能です。行単位処理を行うかどうかは   

ｵﾌﾟｼｮﾝです。 

 

*6 起動時にｺﾏﾝﾄﾞ引数でﾊﾟﾗﾒｰﾀを指定することもできます。一度設定したﾊﾟﾗﾒｰﾀは環境ﾌｧｲﾙに保存されます。    

  ターゲット接続機器のﾊﾟﾗﾒｰﾀを一度保存してしまえば、次からの起動ではﾊﾟﾗﾒｰﾀ指定は不要です。複数の環境   

ﾌｧｲﾙを異なる機器毎に作成できます。 
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